
8/23(火)、25（木)に河川調査船「ゆはず」により一関遊水地周辺及び狭隘部の現況調査を実施しました。
調査は、車上及び徒歩では確認できない箇所などの河川状況や、整備中の小堤(遊水地区間の北上川沿い
に整備中の土堤）、狭隘部（狐禅寺から県境まで川幅の狭い区間）について実施しました。

８／４事務所長表彰式の様子

一関出張所では毎年、堤防決壊時の緊急対策シミュレーションのため現地視察を行っております。
今年は、一関市川崎町の薄衣堤防で視察を行いました。薄衣堤防は堤防高が計画高水位より低いうえ、断
面が不足している、重要水防箇所に指定されています。そのような箇所で堤防決壊時の復旧工法、使用す
る建設資材とその運搬方法、搬入する建設機械、施工手順、応急復旧完了までの所要日数などの緊急対
策について、現地視察をもとに検討していきます。

現地視察箇所：薄衣堤防 現地視察の様子

河川調査状況河川調査状況

【重要水防箇所】堤防の大きさが不足している箇所、洪水が堤防や地盤を浸透し湧き出る箇所、堤防の法
くずれの危険性のある箇所など、洪水時に危険が予想され、重点的に巡視点検が必要な箇所を示すもの
で、水防上の重要度によって区分している。


